様式　３　（2024　/　R6）
３年（３６ヶ月）間以上の専門家としての責任を有する実務経験

注意１：担当期間の合計が３６ヶ月以上となるように記入して下さい。

注意２：担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウントすることはできません。重複する期間を除いた合計の月数が３６ヶ月以上なるようご記入下さい。
	No. 　　　
	プロジェクト名称：
	
	様式２の№：
	
	事務局

記入欄

	
	（様式２の期間と一致しなくても結構です。下記の「業務の分類」に相当する期間を記入して下さい。）
	

	
	専門家としての責任を有する立場での担当期間（西暦）： 
	年
	月
	～
	年
	月
	

	
	構造種別：
	RC ・ Ｓ ・ ＳＲＣ ・ 木造 ・ その他（                ）
	用途：
	
	

	
	建築規模：
	延べ面積
	
	㎡
	階数
	地上
	階、地下
	
	階建て
	

	
	
	高さ
	
	m
	軒の高さ
	
	m
	
	
	

	
	建築確認日（西暦）：
	年
	月
	日
	建築主事又は
指定確認検査機関
	
	

	
	プロジェクトの所在地（国、都道府県、市町村）：
	
	

	
	プロジェクトの特徴※（100文字以上150文字以内）：
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	※以下の業務の分類でb.を選択する場合、複雑な建築物に相当するとした考え方も補足して記入して下さい。
業務の分類*：　下記より該当する記号を選び、○を付けて下さい。
ａ. 中程度に複雑な建築物の基本設計、実施設計及び契約図書管理に関して単独で専門家としての責任を有する実務。

ｂ. 他のアーキテクトと共同で行う複雑な建築物の基本設計、実施設計又は契約図書管理の重要な部分について担当し、専門家としての責任を有する実務。
	

	
	
	

	
	1 上記の「業務の分類」においてｂを選択した場合、

2 下記ⅰ～ⅲより該当する記号を選び、○を付けてください。

ⅰ　設計全体を統括する者（統括責任者）。

ⅱ　統括責任者を補佐する立場で、意匠計画を担当し、統括責任者と同様に設計全体を見ている者（企画、基本設計、デザインの分野のみを中心に担当し、統括責任者を補佐する者も含む）。

ⅲ　大規模なプロジェクトで、棟別に設計を分担する場合などにおいて、一つの棟等の設計を統括する者。その棟等の建築物自体の規模が大きく複雑な場合は、棟等の建築物の設計に関して、棟等設計統括者を補佐する立場で、意匠計画を担当し、棟等の設計全体を見ている者も含める。

	

	
	3 担当した業務に該当する番号を選び、○を付けて下さい。
　１．基本設計　　　2．実施設計　　 3．契約図書管理（見積り、契約交渉又は工事監理）

	

	
	4 担当した重要な部分（実務）について具体的に記述してください。 （150文字以上200文字以内）
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	図面等（縮尺は自由）のコピーの添付
※プロジェクトごとに、A4サイズの用紙（2枚以内）に図面等を収め、用紙右下にプロジェクト名称を明記し、この様式の次のページに添付して下さい。平面・立面図等は縮尺等を明記して下さい。
	

	
	
	

	
	勤務先：
	
	電話：
	
	

	
	所属部署：
	
	役職：
	
	

	
	第三者による証明：


	氏名（自署）：
	
	申請者との関係：
	
	

	
	
	勤務先等：
	
	電話： 
	
	

	
	
	所属部署：
	
	役職：
	
	


（１枚で書ききれない場合は、コピーしてお使い下さい。）
1
4

